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目黒区立東根小学校 

校長  高鍋 恭子 

令和７年度 目黒区立東根小学校 学校評価報告書 

 

１ 学校評価委員会の実施内容 

（１）第１回実施日時 令和７年６月１４日（土） 午前１１時３０分～午後１時３０分 

            ・学校公開参観 

・参観振り返り 

（２）第２回実施日時 令和７年１１月 １日（土）午前１１時３０分～午後１時３０分 

・学校公開参観 

・参観振り返り 

（３）第３回実施日時 令和８年 ２月１０日（火）午前１１時０５分～午後１時３０分 

・学校公開参観 

・参観振り返り 

・学校評価検討 

２ 参加者 

 亀井亜佐夫  眞仁田治子  神田 亮  樅山幸彦  平井高士  高田嗣人        

 

３ 評価の結果等            ※四者…児童・生徒、保護者、地域の方、教職員のこと。 

評価項目 ◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む） 
次年度の教育活動の改善点  

学校評価委員会での意見  

（学校運営協議会での意見） 

Ⅰ 学校全体について 

・学校の雰囲気、学習環

境、教職員の態度など

について、家庭・地域

との連携、地域人材の

活用などについて 

 

◎地域・教員による肯定

的な評価は100％、95％

と高い水準となった。

保護者の肯定的な評価

も 95％を上回ってお

り、学校教育全体への

評価は概ね良好であ

る。「学校は楽しい」と

肯定的な評価をした児

童は、低学年は 95％と

なり、昨年度より 5.4 ポ

イント上がった。高学

年は 88％と昨年度と同

じ水準である。児童の

実態に合わせた学習活

動の工夫や実践に加

え、東根スタンダード

を基盤とし、落ち着い

て学校生活を送ること

ができていることが一

因であると考える。 

 

・新しい生活時程と午前５

時間制により生み出し

た時間を活用し、学年

会、教材研究、OJT研修

等の時間を十分に確保

し、児童の実態に即した

学年経営が行われるよ

うにする。 

・生み出した時間で児童の

補充・発展学習の時間を

十分に確保したり、ふれ

あい週間での担任と児

童の個人面談を実施し

たりすることで、担任や

専科教員と児童が向き

合う時間を確保し、より

一層の信頼関係構築に

努める。 

・学校全体が落ち着いてお

り、良い雰囲気で学校生

活を送ることができて

いる。 

・児童が、集中して学習に

取り組む姿が多く見ら

れ、1 年を通しての成長

を感じる。 



Ⅱ 教育目標について 

・教育目標、時程、教育内

容全体について 

 

⦿今年度も教育目標の重

点目標を「考える子」に

設定した。保護者によ

る肯定的な評価は 86％

と昨年度とほぼ同じ水

準であった。今年度か

ら実施の午前５時間制

や新たな生活時程につ

いて、また、生み出した

時間の活用方法、教育

内容について、保護者

会等や学校だより等で

説明・周知に努めたこ

とが理解を得られた要

因と考える。一方、地域

による肯定的評価は2.8

ポイント下がってい

る。教育内容等を十分

に周知できなかったこ

とが要因として考えら

れる。 

・来年度も「考える子」を

重点目標に位置付け、自

ら考え判断し、礼儀正し

い児童の育成に努める。 

・新しい生活時程やそれに

より生み出した時間の

活用方法について保護

者会や学校だより、学年

だより等で十分に説明

し、周知を図る。また、

地域においても学校だ

よりや学校ホームペー

ジの充実を通じて教育

内容について常に情報

発信をし、理解を得られ

るようにする。 

・教育目標や時程の変更に

ついて、児童や保護者、

地域等へ情報を丁寧に

伝え、理解を得られるよ

うにする。 

 心の教育について 

・道徳科の授業の充実や

児童・生徒の道徳的実

践力の向上に向けた取

組について 

 

⦿児童による肯定的な評

価は、低学年・高学年と

も 95％を上回っており

良好といえる。保護者

による評価は 87%で、

昨年度とほぼ同水準を

保っている。今年度も、

学校公開で、道徳授業

地区公開講座を保護者

向けに実施したこと

や、各学年で年２回「道

徳通信」を発行し、道徳

授業について発信する

とともに保護者との双

方向の取組を行ったこ

とが心の教育について

の理解へつながってい

ると考える。道徳授業

地区公開講座で開催し

た講演会には、130 名を

超える保護者の参加が

あったことも道徳教育

への関心の高さが表れ

ている。 

・全教育活動を通して、児

童一人ひとりに道徳的

実践力を高められるよ

うに、年間を通した意図

的な指導を行う。 

・一校一取組として、次年

度も各学年の「道徳通

信」の年間２回の発行を

通して、道徳教育におい

て保護者との双方向の

やりとりができる取組

を行う。 

・道徳授業地区公開講座で

は、講師を招いて保護者

向けの講演会を行い、意

見交換会も併せて実施

できるよう計画する。 

・道徳授業地区公開講座の

講演会は、よい話で、ま

た参加したいと思える

ような内容だった。今後

も講師・講演内容などを

十分に検討し、保護者が

興味・関心のもてる講座

であるとよい。また、参

加者もセッションなど

ができるとなおよい。 

Ⅳ 学習指導等について 

・学力の定着・向上に向

けた授業の改善・充実、

習熟度別指導、○○タ

イム、主体的に学習に

⦿児童による肯定的な評

価は、低学年は 93％、

高学年共に 96％を上回

っており概ね良好とい

える。しかし、保護者に

よる肯定的な評価は

・次年度も PDCA サイク

ルに基づき、７月に各々

の教員がこれまでの自

らの指導を振り返り、児

童の実態に合わせた授

業改善案を作成し、９月

・児童は、学習用情報端末

を使いこなし、学習参加

している。 

・教員も ICT等を活用し、

わかりやすい授業が展

開されている。 



取り組む態度等の取組

について 

・職場体験等体験活動、

自然宿泊体験教室、 

キャリア教育等の充実

について 

 

81％に留まっている。

児童にとって分かりや

すい授業が実践されて

いる一方で、習熟度別

や個別最適化に応じた

より一層の指導の工夫

が求められていると考

える。 

 

以降に授業改善を実践

する機会を設ける。 

・いきいきタイム（自己選

択学習の時間）の充実を

図る。日々の授業といき

いきタイムの接面を意

識し、児童が学んだこと

生かして学んだり、主体

的に学習に向かったり

する機会を設けること

で個々に合った学習の

仕方を身に付けられる

ようにする。 

・発表やプレゼンなどが活

発に行われている様子

も見られた。積み重ねて

いくことで力が付くと

思われる。 

・今後も、主体的に学ぶ児

童の育成を目指し、より

一層工夫した学習活動

を期待する。 

Ⅴ 体育・健康教育につ

いて 

・体力向上、健康の促

進に向けた取組について 

 

 

 

◎児童による肯定的な評

価は、低学年で 94％と

4.2 ポイント上がり、高

学年では、86%と昨年

度と同様の水準を保っ

ている。保護者の肯定

的な評価は昨年度より

3.6 ポイント上がり、

88％となった。 

●東京都統一体力テスト

の調査結果から、握力

とソフトボール投げの

項目が全学年で全国平

均よりも低いことが分

かった。固定施設を使

った遊びや、ボールを

投げる機会が少ないこ

とが原因だと考えられ

る。 

・OJT で体育学習につい

て教員全体で運動の場

の提案や指導の工夫等

を共有する時間を設定

していく。 

・今年度購入したボールや

体つくり運動等で活用

しやすい教材を活用し

課題改善を図っていく。 

・冬季の「なわとび月間」

や「ペースランニング」

などの一校一取組の活

動をより一層充実させ

る。 

・「めぐろ ここカラダシ

ート」を活用し、一人ひ

とりの体力や生活習慣

の実態について保護者

に情報発信していく。 

・校庭や体育館の広さ、学

級数、児童数などから考

えて、十分な運動確保は

難しい。体育の授業を工

夫し運動量を確保した

り、外遊びを推奨したり

し、児童が体を動かし健

康な体の基礎がつくら

れるようにする。 

 

Ⅵ 特別活動について 

・学校行事の充実、異学

年交流活動、クラブ・

部活動の充実などにつ

いて 

 

 

 

◎肯定的な回答をしたの

は、低学年は 95％と 5.8

ポイントも上がった。

自分の学年以外の取組

も楽しみながら参加で

きる工夫を講じた成果

が表れた。高学年、保護

者の肯定的な回答も

92％、88％と昨年度と

同様の水準を保ってい

る。今年度は 7 月 11 日

に実施した「なかよし

フェスティバル」を学

校公開とし、保護者も

参観できるようにした

ことで、異学年交流活

動について保護者も直

接参観することがで

き、理解が深まったと

・昨年度から児童主体です

すめられるように、委員

会活動やクラブ活動、な

かよしタイムにおいて、

事前準備の仕方を整え

てきたことが成果とし

て表れていると思う。今

後は、これを継続して行

えるかが課題となる。 

・今年度、なかよしフェス

ティバルを公開にした

ことで、児童の取り組み

や様子を見せることが

できた。 

・保護者の肯定的な回答が

増えた半面、職員の回答

が減っているので、全体

周知できるように提案

の改善をしていく。 

・高学年児童が主体的に活

動し、行事を盛り上げた

り、縦割り班のリーダー

として下学年をまとめ

たりする力が身に付い

てきたことはよい。次年

度以降にもつながって

いくことを期待する。 

・学校のさまざまな活動を

保護者や地域に広く知

らせていくことが大切。

学校ホームページ以外

でも活動の様子をアピ

ールしていきたい 



考える。 

Ⅶ 学校生活全般について 

＜生活指導＞ 

・生活規律の徹底、いじ

めや不登校の現状と対

応、教員の関わり方、

特別支援教育への取組

などについて 

 

 

◎保護者の肯定的な評価

は 88％となり、昨年度

より 3.4 ポイント上昇

し、年々肯定的な評価

が増えている。各行事

や学校公開での様子、

保護者会等や HP 等で

の情報発信により学校

の様子が保護者の目に

触れる機会が増えたこ

とが要因であると考え

られる。 

⦿児童における肯定的評

価は低学年が 94％、高

学年が 87％と昨年度よ

りはそれぞれ上がって

いる。これは学習や生

活規律の上で、全校で

共通した指導を粘り強

く続けている結果であ

る。一方で、「学校が楽

しくない」「落ち着いて

学校生活を送れていな

い」と否定的な回答を

した児童も 10％程度い

る。児童同士や児童と

教員の人間関係、その

対応の困難さから学校

生活に不安のある児童

もいることが要因とし

て考えられる。校内で i-

checkの結果を活用し、

個々の児童の特性や心

理の把握と学級集団の

状態の可視化を行うこ

とも必要である。 

・「東根スタンダード」に

ついて、教職員、保護者、

児童との共通理解を測

り、粘り強い指導を継続

する。 

・遠足、運動会等の大きな

行事だけでなく、日頃の

児童の様子を積極的に

HP等で発信していく。 

 

 

 

・日々の児童との関わり

や、ふれあい月間や、月

１回実施しているいじ

めに関する「学校生活ア

ンケート」を通して、児

童理解に努める。また、

i-check を活用し、学校

生活の充実を図るとと

もに、いじめ等の諸問題

の早期発見と対応を促

進する。そして、いじめ

対策委員会や生活指導

夕会での情報共有を通

して、教職員全体で情報

共有を行う。一人ひとり

の児童を見守っている

ことを児童が実感する

ことで安心感を与える。 

 

・「東根スタンダード」は、

適宜見直しを図り、実態

に合った内容にする。 

・児童の意見が反映させら

れるような体制を検討

する。 

・年度初めに、教職員・児

童・保護者と共通理解を

図った上で、継続的に指

導を続けていくことが

大切である。 

 

・いじめ把握は、学校生活

アンケート結果と日頃

の児童の様子を見取っ

たことの両方から行っ

ていく。 

＜防災教育・安全指導＞ 

・事故や災害に関する安

全教育や情報モラル教

育の充実、安全管理な

どについて 

 

 

⦿安全教育については保

護者で肯定的評価 93％

と昨年度と同じ水準と

なっている。児童の肯

定的評価は 945%を超

えており、概ね高い水

準といえる。保護者の

「犯罪被害や交通事故

を防ぐための具体的な

取組」に関する肯定的

な回答は、87%にとど

まるため、校内で行っ

ている安全指導での具

体的な取組についての

・毎月の避難訓練や各学年

のセーフティ教室の様

子を学校ホームページ

に掲載するなど、防災や

安全についての学校の

取組を保護者や地域に

積極的に発信する。 

・学期内や長期休業日期間

中に「防災ノート」

「GIGA ワークブック

東京」を計画的・効果的

に活用し、防災や情報モ

ラルについて家庭と連

携して考える機会を設

・安全指導を全校で計画的

に継続して行い、児童の

防災意識を高める。 

 

・地域の防災訓練や交通安

全教室などに積極的に

参加するよう呼びかけ

たりセーフティ教室な

どへの案内を発信した

りし、家庭での防災意識

をさらに高めるように

する。 

 

・防災教育、安全教育であ



指導やセーフティ教室

の実施等の周知や理解

が十分でないことが考

えられる。 

ける。 ることがはっきりわか

るよう、トピック立てて

保護者や家庭に伝える

と理解を得られやすい

と考える。 

＜幼・保・小・中連携＞ 

・中学校や同じ中学校区

の小学校との連携につ

いて 

・近隣の幼稚園・保育園

との連携について 

 

●教職員による肯定的評

価は昨年度より 3 ポイ

ント下がり、保護者の

肯定的評価も 2.5 ポイ

ント下がった。約 21％

が異校種交流について

「判断できない、わか

らない」と回答してい

る。活動の様子が伝わ

っていないことが要因

として考えられる。 

・これまでの活動を継続

し、充実化させていくと

ともに、小学校から発信

できる活動も考えてい

く。 

・小中連携、幼保小連携の

活動について、保護者・

地域への発信を粘り強

く続ける。HP や学校だ

より等で発信するなど

発信の仕方を充実させ

ていく。 

・小中の連携であることが

はっきりわかるようカ

テゴリー分けするなど

して、HP やお便りなど

で発信するとよい。行事

などと同じと捉え理解

が深まっていないこと

も考えられる。 

・中学校に小学生が見学に

行く、中学校の教師によ

る出前授業などの交流

ができるとよい。 

・1 年生と幼稚園・保育園

との交流や情報共有を

充実させ、スタートをス

ムーズに進められるよ

う連携を深めることが

大切。 

Ⅷ 情報の発信 

・学校の情報発信の充実

について 

 

◎地域・教職員による肯

定的評価は 88~99％と

昨年度と同様の水準で

ある。学年毎に HP担当

者を決め、学習活動や各

行事への取組の様子を

HP に掲載することによ

り、広く活動の様子が伝

わったことによるもの

と捉える。 

保護者による肯定的評

価は 86%と、昨年度より

6.5 ポイント上昇した。

紙面で配布する手紙を

精選したこと、Home＆

School による情報発信

に保護者が慣れてきた

こと、学校便りに下校時

刻や学校行事等の詳細

を記載し、学年・学級便

り等は各学年・学級の学

校生活の様子を具体的

に発信するように変更

したことも一因と考え

られる。 

・学年毎の HP担当者を中

心に、各学年の活動の様

子や学校行事の様子等

を広く知らせる取組を

継続して行うとともに、

より一層内容を充実さ

せていく。今年度に引き

続き、学年便り等で、学

年・学級の児童の具体的

な様子を発信するよう

にする。 

・Home&School による情

報発信について保護者

により周知徹底する。 

・より具体的な児童の様

子、学級・学年の様子が

伝わるよう、保護者会の

もち方を工夫する。 

・ほとんどのものが、配信

になってきており、便利

さもあるが、情報過多で

美落としなどが増える

ことも懸念される。 

・学校ホームページの充実

や C4thHome＆School

を活用することは、今後

も継続して行っていく。 

 


